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問題（２）の解説

コンクリートの熱膨張係数は10×１０－６／℃である。1℃上昇する
ごとに、10×10－６の長さ変化が生じる。
したがって、（A）は、（１）または（２）である。

コンクリート製造後、7日間水中養生したコンクリートを、乾燥収縮
させると、400～1000×10－6の長さ変化が生じ、収縮する。
したがって、（Ｂ）は、（２）または（４）である。

ここまでで、答えは（２）となる。

モルタルバー法で26週間促進養生したモルタルの膨張率は、
1000×10－6を超えると反応性があると判断できる。
したがって、（C）は（２）または（３）である。

以上より、適当なものは、（２）である。

生コンの単位水量と乾燥収縮率
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問題（１７）の解説
超音波法により、ひび割れ深さを推定する方法に関する問題

     超音波の発振子と受信子の距離が a

弾性波伝搬時間を t

距離が ３a の場合

伝搬時間を T としたときのひび割れ深さ d を推定する式

図1では、 d２＋a2=（Vｔ/２）２ 図２では、d２＋（３a）2＝（VT/２）２

V2＝４（ｄ２＋a２）/ｔ２ Ｖ２＝４（ｄ２＋９a２）/T２

Vを消去すると、

（ｄ２＋a2）/ｔ２ ＝（ｄ２＋９a２）/Ｔ２ より 計算は省略

ｄ＝a√（９ｔ２ーＴ２ ）/（Ｔ２ーｔ２）

よって、（４）が適当。
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ひび割れ深さ測定

V×ｔ＝伝播距離
V≒4000ｍ／ｓ
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問題（１８）の解説

アルカリシリカ反応を生じさせる可能性のある鉱物の調査の問題

安山岩中のクリストバライトは、（A）による分析と偏光顕微鏡を組み

合わせるとよい。

（A）には、粉末X線開設装置（XRD）による分析が入る。

堆積岩に含有される隠微晶石英は（B）を用いた分析が適している。

（B）には、走査型電子顕微鏡（SEM）およびエネルギー分散型X線分
光器（EDS）を用いた分析が適している。

よって、（１）が適当である。

アルカリシリカ反応について

骨材周辺の反応リム

偏光顕微鏡写真
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Ｘ線回折について

電子顕微鏡観察を行いながら，微小領域の元素分析を定性的，
定量的に分析する。

適用例
・元素分析による構成鉱物の特定

■エネルギー分散型検出装置
EDX (Energy Dispersive X-ray Spectroscopy)

ＳＥＭ／ＥＤＸ装置
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走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）

SEMは、その分解能を生かして、コンクリート中の空隙の形態や、
アルカリシリカゲルの存在状態、セメントの水和物まで観察可能。
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問題（１９）の解説

セメント硬化体中に含まれる化合物の定量方法に関する問題

TG-DTA（示差熱熱重量分析）により分析する際、水酸化カルシウム

の脱水反応は、450℃付近で吸熱ピークが現れる。

（A）には450℃が入る。

炭酸カルシウム量（％）は、脱炭酸が生じる700℃付近で質量が減

少する。 図から読み取り、炭酸化が進んでいるのは、①である。

よって、（３）が適当である。

示差熱重量分析（TG/DTA)
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示差熱重量分析
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問題（２３）の解説

16年で7mm 5mmが二倍の進行が必要なので、12mm相当と

なる。 12＝A√16 中性化速度 A＝3

かぶり30mmで中性化残り8ｍｍ であるから、22mmまで

中性化が進むと腐食開始となる。

22mmのうち5mmは倍の厚さと考えると、27mmが中性化速度

３で計算すればよいことになる。

27＝3√ｔ ｔ＝81年

今後の年数としては、 81ー16＝65 年

よって（４）が適当となる。
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問題（３８）の解説

電気防食に関する問題

定電流方式 通電によりコンクリート中の鉄筋表面の（A）が上昇する。

（A）には、水酸化イオン濃度が入る。

電気防食では、分極量または復極量が経時的に（B）増加することがあ

る。

そのため、電気防食管理で定期点検時に復極量を調査し、通電量を

（C）減少させるとよい。

よって、（１）が適当である。
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問題（４０）の解説（２０１５年度の問題）

片持ち鉄筋コンクリート床版のたわみ改善の問題

下面増厚で1.2倍とした場合

荷重Pによるたわみ量は、増厚前の何％となるか？

たわみは厚さの3乗で効果が出る。

剛性が1.2なら、 1／1.2３となる。

つまり、1／1.728＝0.579

よって、（３）が適当である。
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